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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
四
十
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期
　
　
日
　
平
成
二
十
四
年
九
月
五
日
（
水
）・
六
日
（
木
）

会
　
　
場
　
ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ
ガ
ー
デ
ン
水
戸

　
　
　
　
　
茨
城
県
水
戸
市
宮
町
一
│
七

参
加
人
数

　
一
一
七
名

資
料
展
示

　 

教
区
教
研
や
教
化
セ
ン
タ
ー
が
作
成
・
発
行
し

た
教
化
資
料
・
発
行
物
の
展
示
を
実
施
。

テ
ー
マ

　 

　
３
・
11
後
の
「
立
正
安
国
」
を
考
え
る
│
復
興
の
教

化
学
の
構
築
の
た
め
に

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
に
様
々
な
問
題
を
提
起
し

ま
し
た
、
否
、
提
起
し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
震
災
が

「
３
・
11
」
と
呼
ば
れ
、「
エ
ポ
ッ
ク
」（
新
た
な
紀
元
）

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
の
は
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
大
地
震
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
大
津
波
（
そ
し
て
そ
の
様
を
写
し
た
大
量

の
映
像
に
よ
る
災
害
感
覚
の
社
会
的
共
有
）
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
国
際
原
子
力
事
象

評
価
尺
度
レ
ベ
ル
七
の
過
酷
事
故
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
五
月
五
日
に
は
、
北
海
道
の
泊
原
発
三
号
機
が

定
期
検
査
の
た
め
に
停
止
、
日
本
全
国
で
稼
働
し
て
い
る

原
発
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
態
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

夏
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
原
発
の
再
稼
働
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
在
り
方
そ
の
も
の
の
問
題
で
あ
り
、
換
言
す

れ
ば
、
私
た
ち
の
生
き
方
自
体
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
で
は
、
私
た
ち
日
蓮
宗
教
師
は
、

ど
の
よ
う
に
教
化
活
動
を
進
め
て
行
く
べ
き
な
の
か
。

平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
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一
口
に
「
原
子
力
に
依
存
し
な
い
社
会
」
と
言
い
ま
す

が
、
十
分
な
教
学
的
及
び
教
化
学
的
検
討
を
経
た
上
で
の

主
張
と
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
は

様
々
な
「
現
場
」
に
寄
り
添
う
こ
と
の
積
み
重
ね
を
通
じ

て
構
築
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
本
年
の
中
央
教
研
で
は
、
現
宗
研
所
長
三
原
正
資
に
よ

る
、
今
夏
、
被
災
の
現
場
を
訪
れ
た
報
告
を
兼
ね
た
「
原

子
力
文
明
再
考
」
と
題
す
る
基
調
報
告
に
続
き
、「
フ
ク

シ
マ
」
を
文
明
の
災
禍
と
し
て
捉
え
、
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
社
会
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
「
歴

史
の
敗
北
」
を
認
め
、
自
然
と
と
も
に
社
会
を
つ
く
り
、

死
者
と
と
も
に
社
会
を
つ
く
る
祈
り
＝
供
養
か
ら
し
か

「
ポ
ス
ト
３
・
11
」
は
始
ま
ら
な
い
、
と
説
く
内
山
節
氏

（
哲
学
者
・
立
教
大
学
大
学
院
教
授
）
に
「
３
・
11
後
の

生
き
方
を
考
え
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
し
て
頂
い
た

上
で
、
３
・
11
の
提
起
す
る
諸
問
題
を
教
化
学
の
現
場
か

ら
考
え
る
た
め
の
五
分
科
会
に
分
か
れ
て
多
角
的
な
観
点

か
ら
の
問
題
提
起
と
討
議
を
行
い
、
３
・
11
後
の
「
立
正

安
国
」
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
直
す
機
会
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
更
に
、
昭
和
三
十
二
年
、
我
が
国
で
初
め
て
の
臨
界
に

達
し
た
原
子
炉
Ｊ
Ｒ
Ｒ
│
１
が
所
在
し
、
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海
発
電
所
・
東
海
第

二
発
電
所
な
ど
が
存
し
、
い
ま
な
お
我
が
国
の
原
子
力
産

業
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
東
海
村
の
原
発
関
連
施
設
を
視

察
し
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
一
助
と
し
ま
す
。

開
催
方
式

①
基
調
報
告
「
原
子
力
文
明
再
考
」

　
三
原
正
資
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

②
基
調
講
演
「
３
・
11
後
の
生
き
方
を
考
え
る
」

　
内
山
節
（
哲
学
者
・
立
教
大
学
大
学
院
教
授
）

③ 

基
調
報
告
、
基
調
講
演
を
問
題
提
起
と
し
て
、
テ
ー
マ

に
関
連
し
た
左
記
の
五
分
科
会
を
開
催
し
ま
す
。

Ⅰ
　 

現
代
教
化
学
部
門
﹇
１
﹈
３
・
11
と
は
何
か
│

東
日
本
大
震
災
を
教
学
上
ど
う
位
置
づ
け
る
か

Ⅱ
　 

現
代
教
化
学
部
門
﹇
２
﹈
日
蓮
教
学
か
ら
「
フ

ク
シ
マ
」
を
ど
う
捉
え
る
か
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Ⅲ
　 

現
代
教
化
学
部
門
﹇
３
﹈
原
発
の
現
場
で
の
教

化
と
は
│
教
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
問
題
提
起

Ⅳ
　 

現
代
教
団
部
門
﹇
１
﹈
布
教
の
現
場
で
原
発
を

ど
う
伝
え
る
か
│
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
視
点
か
ら

Ⅴ
　 
現
代
教
団
部
門
﹇
２
﹈
被
災
者
支
援
の
方
法
を

考
え
る

④ 

全
体
会
議
で
五
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ

「
３
・
11
後
の
『
立
正
安
国
』
を
考
え
る
│
復
興
の
教

化
学
の
構
築
の
た
め
に
」
に
ま
と
め
ま
す
。

⑤
現
地
研
修  

東
海
村
原
発
関
連
施
設
視
察

⑥ 

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
日

　
　
程

　
　
　
第
一
日
目

　
九
月
五
日
（
水
）

　
　
　
　
受
付
昼
食

　
一
二
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

　
　
　
　
開
　
会
　
式
　
一
三
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
基
調
報
告
　
一
三
時
三
〇
分
〜
一
四
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
質
疑
応
答
　
一
四
時
〇
〇
分
〜
一
四
時
一
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
休
　
　
　
憩
　
一
四
時
一
分
〜
一
四
時
二
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
基
調
講
演

　
一
四
時
二
〇
分
〜
一
五
時
五
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
質
疑
応
答

　
一
五
時
五
〇
分
〜
一
六
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
撮
影
・
移
動

　
一
六
時
〇
〇
分
〜
一
六
時
一
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
分

　
科

　
会

　
一
六
時
一
五
分
〜
一
七
時
四
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
分
科
会
場
）

　
　
　
　
移

　
　
　
動

　
一
七
時
四
五
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
水
戸
）
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※
各
自
移
動
・
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

　
　
　
　
夕
　
　
　
食
　
一
八
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
階
シ
ル
バ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
）

　
　
　
　
※
教
研
会
場
の
テ
ラ
ス
ザ
ガ
ー
デ
ン
水
戸
に
な
り
ま
す

　
　
　
第
二
日
目
　
九
月
六
日
（
木
）

　
　
　
　
朝
　
　
　
食
　
※ 

各
自
朝
食
券
で
す
ま
せ
、
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト

　
　
　
　
移
　
　
　
動
　
八
時
二
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
テ
ラ
ス
ザ
ガ
ー
デ
ン
水
戸
）

　
　
　
　
分

　
科

　
会

　
八
時
三
〇
分
〜
一
〇
時
〇
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
分
科
会
場
）

　
　
　
　
休
憩
・
移
動

　
一
〇
時
〇
〇
分
〜
一
〇
時
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
分
科
会
場
）

　
　
　
　
全
体
会
議

　
一
〇
時
一
〇
分
〜
一
一
時
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
閉

　
会

　
式

　
一
一
時
一
〇
分
〜
一
一
時
二
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
階
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
）

　
　
　
　
移

　
　
　
動

　
一
一
時
二
〇
分
〜
一
一
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
台
に
分
乗

　
　
　
　
※ 

各
自
、
ホ
テ
ル
前
駐
車
の
バ
ス
へ
乗
車
、
名
札
に
号

車
が
記
載

　
　
　
　
　
自
家
用
車
の
方
は
、
各
自
移
動
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
出
　
　
　
発
　
一
一
時
三
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
村
３
施
設
見
学
へ

　
　
　
　
東
海
村
着
　
一
二
時
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
学
時
間
二
〜
三
時
間
ほ
ど

　
　
　
　
解
　
　
　
散
　
一
五
時
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
ま
た
は
、
自
家
用
車
に
て

　
　
参
加
者

　
　
　
教
区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教
師
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

　
十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

　
　
●
第
三
十
二
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
六
月
五
日
〜
六
日

　
　
　
大
分
県

　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
に
て

　
　
基
調
講
演
「 

僧
侶
と
寺
院
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
実
践
的
防

災
・
危
機
管
理
」

　
　
　
　
　
　
　
山
村
武
彦
氏
（
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
）
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第
１
分
科
会
「 

九
州
災
害
時
ど
う
す
る
か
　
〜
教
師
・
寺

院
と
し
て
ど
う
行
動
す
る
か
〜
」

　
　
　
第
２
分
科
会
「 

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
　
〜
核
家

族
・
次
の
時
代
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か

〜
」

　
　
　
第
３
分
科
会
「 
こ
れ
か
ら
の
お
寺
の
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る

〜
お
寺
の
維
持
、
環
境
、
何
が
必
要
か
〜
」

　
　
　
３
分
科
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
六
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
六
月
十
八
日
〜
十
九
日

　

　
　
　
鳥
取
県

　
米
子
全
日
空
ホ
テ
ル
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

人
の
能
力
を
引
き
出
す
布
教
方
法
を
模
索
す

る
」

　
　
　
基
調
講
演
「 

仏
教
に
お
け
る
コ
ー
チ
ン
グ
の
可
能
性
に
つ

い
て
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

岸
本
郁
夫
氏
（
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
・

ト
レ
ー
ナ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

　
　
　
３
分
散
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
四
十
二
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
七
月
三
日
　

　
　
　
滋
賀
県
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ウ
ミ
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
　
今
、
仏
教
の
担
う

べ
き
役
割
　
〜
立
正
安
国
と
災
害
〜
」

　
　
　
基
調
講
演
「 

も
う
一
度
考
え
て
み
よ
う
　
今
、
仏
教
の
担

う
べ
き
役
割
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

正
木
晃
氏
（
宗
教
学
者
・
立
正
大
学
・
慶
應

義
塾
大
学
講
師
）

　
　
　
４
分
散
会
「
震
災
の
前
後
」「
担
う
べ
き
役
割
」

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
六
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
三
日

　
　
　
北
海
道
北
部

　
旭
川
市
妙
法
寺
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

社
会
復
帰
を
目
指
す
い
の
ち
に
向
き
合
う

　
〜

更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
」

　
　
　
基
調
講
演
「 

社
会
復
帰
を
支
え
る
更
生
保
護

　
〜
但
行
礼

拝
の
実
践
〜
」
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坂
本
圭
祥
師
（
島
根
県
妙
雲
寺
住
職
・
日
蓮

宗
保
護
司
会
理
事
）

　
　
　
旭
川
刑
務
所
見
学

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
二
十
九
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
三
日
〜
四
日

　
　
　
石
川
県
第
２
部
　
和
倉
温
泉
　
の
と
楽
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

真
の
葬
式
仏
教
と
は
　
〜
社
会
が
求
め
る
僧
侶

を
目
指
し
て
〜
」

　
　
　
基
調
講
演
「 

真
の
葬
式
仏
教
と
は

　
〜
社
会
が
求
め
る
僧

侶
を
目
指
し
て
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
谷
み
ど
り
氏
（
第
一
生
命
経
済
研
究
所
主

任
研
究
員
）

　
　
　
第
１
分
科
会
「
社
会
が
求
め
る
僧
侶
を
目
指
し
て
」

　
　
　
第
２
分
科
会
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
お
寺
の
未
来
」

　
　
　
２
分
科
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
十
九
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
九
日

　
　
　
埼
玉
県
　
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

原
発
問
題
に
つ
い
て
　
│
被
災
地
の
現
状
か
ら

ど
う
捉
え
る
の
か
」

　
　
　
基
調
講
演
「 

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所
の
状
況

と
今
後
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
勝
也
氏
（
福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
長
）

　
　
　
３
分
散
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日

　
　
　
山
形
県

　
国
際
ホ
テ
ル
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

３
・
11
後
の
「
立
正
安
国
」
を
考
え
る

　
│
復

興
の
教
化
学
の
構
築
の
た
め
に
」

　
　
　
基
調
講
演
「
原
子
力
文
明
再
考
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

三
原
正
資
師
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
現
代

宗
教
研
究
所
長
）

　
　
　
第
１
分
科
会
「 

日
蓮
教
学
か
ら
フ
ク
シ
マ
原
発
（
事
故
）

を
ど
う
捉
え
る
か
」

　
　
　
第
２
分
科
会
「
布
教
の
現
場
で
原
発
を
ど
う
伝
え
る
か
」
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２
分
科
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
六
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

　
　
　
長
野
県
　
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
乃
井
ホ
テ
ル
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「
現
代
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
〜 

原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
う
捉
え
、

ど
う
伝
え
る
の
か
〜
」

　
　
　
基
調
講
演
１
「
原
発
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
伝
え
る
の
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

髙
佐
宣
長
師
（
東
京
都
善
行
院
住
職
・
現

代
宗
教
研
究
所
主
任
）

　
　
　
基
調
講
演
２
「 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
ど
う
活

か
せ
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

原
亮
弘
氏
（
お
ひ
さ
ま
進
歩
株
式
会
社
社

長
）

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
七
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
七
日

　
　
　
静
岡
県
西
部

　
Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
や
す
ら
ぎ
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「
３
・
11
後
の
「
安
穏
な
社
会
作
り
」」

　
　
　
基
調
講
演
「
原
子
力
文
明
再
考
」

　
　
　
　
　
　
　
　 

三
原
正
資
師
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
現
代

宗
教
研
究
所
長
）

　
　
　
３
分
散
会

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
二
日

　
　
　
千
葉
県
北
部

　
京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
開
催
予
定

　
　
　
テ
ー
マ
「 

三
離
れ
を
ふ
っ
と
ば
せ

　
〜
寺
と
檀
家
と
地
域

の
こ
れ
か
ら
〜
」

　
　
　
基
調
講
演

　
小
川
英
爾
師
（
新
潟
県
妙
光
寺
住
職
）

　
　
　
全
体
会
議

　
　
●
第
三
十
七
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

　
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日

　
　
　
神
奈
川
県
第
１
部

　 

横
浜
市
港
北
区
妙
蓮
寺
斎
場
に
て
開

催
予
定

　
　
　
テ
ー
マ
「
震
災
に
お
け
る
お
寺
の
役
割
」

　
　
　
基
調
講
演
１

　
谷
川
正
明
師
（
宮
城
県
法
音
寺
住
職
）
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基
調
講
演
２
　
芝
﨑
惠
應
師
（
岩
手
県
仙
寿
院
住
職
）

　
　
　
基
調
講
演
３
　
西
山
是
文
師
（
岩
手
県
智
恩
寺
住
職
）

　
　
　
分
科
会

　
　
　
全
体
会
議

【
３
】
研
究
集
会

　
　
●
千
葉
県
西
部
教
化
学
研
究
集
会

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日
〜
六
日

　
　
　
千
葉
県
西
部
　
長
生
郡
ホ
テ
ル
カ
ア
ナ
パ
リ
に
て

　
　
　
テ
ー
マ
「 

自
分
自
身
を
見
つ
め
て

　
〜
今
、
疑
問
に
思
う

こ
と
〜
」

　
　
　
２
分
散
会

　
　
　
全
体
会
議

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
左
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

　
　
●
現
代
教
化
学
部
門

　
　
〈
古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
藤
崎
善
隆
・
小
瀬
修
達
・
川
口

智
徳
・
高
平
妙
心
・
松
森
孝
雄
・
石
伏
叡
齋
・
マ
コ
ー
ミ

ッ
ク
龍
英
・
塩
入
幹
丈
・
大
乘
文
晴
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究

員
、
灘
上
智
生
・
伊
藤
康
裕
・
タ
ラ
ビ
ー
ニ
勝
亮
・
村
瀬

正
光
・
馬
島
浄
圭
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
〉

　
　
　
①
四
海
帰
妙
の
た
め
の
教
学
論
（
本
門
の
題
目
）

　
　
　
②
環
境
問
題
（
震
災
と
原
発
）

　
　
　
③
生
命
倫
理
（
含
再
生
医
療
・
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）

　
　
　
④
自
然
科
学
と
仏
教

　
　
　
⑤
国
内
宗
教
研
究
Ⅰ
（
創
価
学
会
・
興
門
系
教
団
）

　
　
　
⑥
海
外
宗
教
研
究

　
　
●
現
代
教
団
部
門

　
　
〈
坂
輪
宣
政
・
小
林
康
洋
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
・
鶏
内

泰
寛
・
延
本
妙
泉
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
山
田
孝
行
・
馬

渡
竜
彦
・
石
原
顕
正
・
野
村
佳
正
・
松
田
英
秀
・
柴
田
章

延
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
〉

　
　
　
①
社
会
と
宗
教

　
　
　
②
過
疎
地
寺
院

　
　
　
③
寺
院
と
危
機
管
理
（
防
災
・
震
災
）

　
　
　
④
日
蓮
宗
の
寺
庭
婦
人

　
　
　
⑤
国
内
宗
教
研
究
Ⅱ
（
葬
送
儀
礼
の
民
俗
的
研
究
）

　
　
　
⑥ 

Ｉ
Ｔ
（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
相
互
ウ
ェ
ブ
会
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議
・
現
宗
研
Ｈ
Ｐ
）

　
　
●
日
蓮
宗
近
現
代
史
（
日
蓮
宗
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）

　
　
〈
坂
輪
宣
政
・
高
橋
延
定
・
工
藤
信
人
各
研
究
員
、
柴
田
章

延
嘱
託
、
田
澤
元
泰
顧
問
〉

　
　
●
教
研
会
議
と
教
化
セ
ン
タ
ー

　
　
〈
岩
田
親
靜
・
藤
崎
善
隆
・
中
村
龍
央
・
高
平
妙
心
・
大
乘

文
晴
・
原
一
彰
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
山
田
孝
行
・
馬

渡
竜
彦
・
石
原
顕
正
・
柴
田
章
延
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
〉

　
　
●
研
究
例
会

　
　
〈
坂
輪
宣
政
・
古
河
良
啓
・
岩
田
親
靜
・
藤
崎
善
隆
・
小
林

康
洋
・
小
瀬
修
達
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
・
鶏
内
泰

寛
・
川
口
智
徳
・
高
平
妙
心
・
松
森
孝
雄
・
石
伏
叡
齋
・

延
本
妙
泉
・
塩
入
幹
丈
・
大
乘
文
晴
・
齋
藤
宣
裕
・
原
一

彰
各
研
究
員
〉

　
　
●
顧
問
会

　
　
〈
田
澤
元
泰
・
蓑
輪
顕
量
・
星
光
喩
・
石
川
浩
徳
・
伊
藤
如

顕
・
新
間
智
照
・
中
村
潤
一
・
木
村
勝
行
各
顧
問
〉

【
２
】
公
開
研
究
会
を
開
催
し
た
。

　
　
● 

十
一
月
七
日
、
第
十
三
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

を
宗
務
院
に
於
い
て
開
催
し
た
。

　
　
　
「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
」

 

岩
田
親
靜
師
（
千
葉
県
本
休
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

　
　
　
「
原
発
問
題
を
考
え
る
│
教
化
学
の
視
点
か
ら
│
」

 

齋
藤
宣
裕
師
（
秋
田
県
法
華
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

　
　
　
「 

首
都
直
下
型
地
震
に
備
え
る
〜
災
害
時
帰
宅
支
援
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
池
上
本
門
寺
構
想
〜
」

 

小
林
康
洋
師
（
山
梨
県
円
明
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

　
　
　
「
日
蓮
宗
の
問
答
と
宗
論
」

 

柴
田
章
延
師
（
広
島
県
妙
正
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

　
　
　
「
ビ
ル
マ
僧
の
教
化
活
動
」

 

馬
島
浄
圭
師
（
愛
知
県
妙
本
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

　
　
　
「 

タ
イ
仏
教
の
変
遷
と
タ
ン
マ
ガ
ー
イ
寺
院
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
瞑
想
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
」

 

遠
藤
了
義
師
（
千
葉
県
大
栄
寺
住
職
）

　
　
　
「
寺
院
に
お
け
る
災
害
対
策
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
考
え
る
」

 
中
村
龍
央
師
（
福
井
県
大
蓮
寺
住
職
・
現
宗
研
研
究
員
）

　
　
　
「
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
」

 

森
下
龍
浄
師
（
長
崎
県
日
誠
寺
住
職
）
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「
福
島
原
発
を
理
数
の
観
点
か
ら
考
え
る
」

 

萱
間
顕
誠
師
（
徳
島
県
法
華
寺
前
住
職
）

　
　
　
「『
フ
ク
シ
マ
』
を
招
い
た
世
代
責
任
を
問
い
つ
つ
」

 
梅
森
寛
誠
師
（
宮
城
県
法
運
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

　
　
　
「
原
発
と
宗
教
者
」

 

髙
佐
宣
長
師
（
東
京
都
善
行
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

　
　
　
「
こ
の
世
を
浄
土
に
│
脱
原
発
へ
の
提
言
│
」

 
影
山
教
俊
師
（
千
葉
県
釈
迦
寺
住
職
）

　
　
│
特
別
発
表
│

　
　
　
「 

真
の
人
道
支
援
へ
の
発
展
を
求
め
てA

sia N
GO
s 

International D
evelopm

ent Conference 

よ
り
」

 

石
原
顕
正
師
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

　
　
● 

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
八
日
、
第
二
十
三
回
法
華
経
・

日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
朗
峰
会
館
に

於
い
て
開
催
し
た
。

　
　
　
テ
ー
マ
「 

教
団
と
は
何
か
│
新
し
い
佛
教
史
か
ら
そ
の
明

日
を
考
え
る
」

　
　
　
講
演
「
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
の
成
立
と
教
団
」

 

下
田
正
弘
氏
（
東
京
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
「
遁
世
門
と
鎌
倉
新
佛
教
の
成
立
」

　
　
　 

蓑
輪
顕
量
師
（
東
京
大
学
文
学
部
教
授
・
日
蓮
宗
現
代
宗

教
研
究
所
顧
問
）

【
３
】
研
究
例
会

　
　
● 

研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通

り
。

　
　
　
○ 

「
創
価
学
会
新
潟
新
佐
渡
文
化
会
館
建
設
に
つ
い
て
」

 

小
瀬
修
達
師

　
　
　
○ 

「
平
成
元
年
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
を
基
と
し
た
関
連

調
査
」 

河
﨑
俊
宏
師

　
　
　
○ 

「
布
教
教
化
に
お
け
る
寺
庭
婦
人
の
役
割
に
つ
い
て
」

 

延
本
妙
泉
師

　
　
　
○
「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
」 

岩
田
親
靜
師

　
　
　
○ 

「
首
都
直
下
型
（
東
京
湾
北
部
）
地
震
に
つ
い
て

　
　
　
　
〜
東
日
本
大
震
災
以
後
の
対
策
を
考
え
る
う
え
で
〜
」

 

小
林
康
洋
師

　
　
　
○
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
歴
史
と
こ
れ
か
ら
の
現
宗
研
」

 

原
一
彰
師
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○ 

「
第
二
十
八
回
北
陸
教
研
・
葬
儀
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
一
考
察
」 

中
村
龍
央
師

　
　
　
○
「
法
衣
の
色
に
関
す
る
考
察
」 

藤
崎
善
隆
師

　
　
　
○
「 
高
木
仁
三
郎
の
研
究
│
宮
澤
賢
治
と
の
関
係
を
中
心

と
し
て
│
」 

齋
藤
宣
裕
師

　
　
　
○
「
久
遠
と
天
体
物
理
」 

石
伏
叡
齋
師

　
　
　
○
３
月
発
表
予
定 

古
河
良
啓
師

　
　
　
○
３
月
発
表
予
定 

川
口
智
徳
師

　
　
　
○
３
月
発
表
予
定 

鶏
内
泰
寛
師

【
４
】
現
地
調
査

　
　
● 

四
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
、
身
延
山
大
学
図
書
館
に
於

い
て
「
宗
報
」
電
子
化
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
● 

五
月
八
日
〜
十
一
日
、
福
島
県
・
岩
手
県
に
於
い
て
東
北

被
災
地
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
● 

六
月
十
三
日
〜
十
五
日
、
岐
阜
県
、
福
井
県
に
於
い
て
中

央
教
研
、
美
浜
原
発
・
関
連
施
設
調
査

　
を
行
っ
た
。

　
　
● 

八
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
、
北
海
道
に
於
い
て
中
央
教
研
、

泊
原
発
・
関
連
施
設
調
査
を
行
っ
た
。

　
　
● 

十
一
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
神
奈
川
県
に
於
い
て
研
究
員

現
地
研
修
会
を
行
っ
た
。

　
　
● 

十
一
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
、
静
岡
県
・
岐
阜
県
に
於

い
て
山
静
教
研
事
前
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
七
号
を
編
集
し
、
配
付
予
定
。

【
２
】
教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平

成
二
十
三
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
配
布
予
定
。

【
３
】「
現
代
宗
教
研
究
」
別
冊
と
し
て
、「
教
化
学
研
究
４
」
を

作
成
し
、
配
付
予
定
。

【
４
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
５
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
６
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
７
】
今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

【
１
】
四
月
二
十
六
日
、
天
台
宗
務
庁
に
於
い
て
、「
教
団
付
置

研
究
所
懇
話
会
年
次
大
会
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
２
】
五
月
十
二
日
、
青
山
学
院
大
学
に
於
い
て
、「
第
二
十
回
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日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
研
究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
３
】
五
月
二
十
二
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
区
教
研
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
た
。
各
教
区
教
研
の
前
年
度
運
営
委
員

代
表
と
本
年
度
運
営
委
員
代
表
、
及
び
次
年
度
運
営
委
員

代
表
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
報
告
と
本
年
度
の
計
画
を

聞
き
、
教
研
会
議
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
４
】
五
月
二
十
三
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
教
化
セ
ン
タ
ー

連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
発

行
の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー

間
の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

【
５
】
六
月
十
五
日
〜
十
六
日
、
石
巻
市
浄
土
宗
西
光
寺
に
於
い

て
、「
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
震
災
連
続
セ
ミ
ナ
ー

「
震
災
に
立
ち
向
か
う
仏
教
者
た
ち
」
最
終
回
「
震
災
を

超
え
て
」」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
６
】
六
月
二
十
九
日
、
四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
「
第
六
回
公
開
講
演
会
〜
生
活
者
の

不
安
に
気
付
け
て
ま
す
か
？
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し

た
。

【
７
】
七
月
一
日
、
神
奈
川
県
鶴
見
大
学
に
於
い
て
、
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
「
第
六
十
三
回
学
術
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
８
】
七
月
四
日
、
天
台
宗
務
庁
に
於
い
て
、「
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
会
年
次
大
会
実
行
委
員
会
」　
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
９
】
七
月
十
一
日
、
京
都
大
学
に
於
い
て
、「
第
三
回
「
震
災

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
10
】
八
月
一
日
、
東
京
都
新
宿
区
損
保
ジ
ャ
パ
ン
本
社
に
於
い

て
、「
全
日
仏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ

　
い
の
ち
と
原

子
力
①
「
原
子
力
発
電
と
は
」
福
島
原
発
事
故
に
つ
い
て

考
え
る
〜
技
術
と
心
の
視
点
か
ら
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
11
】
八
月
三
十
一
日
、
静
岡
県
清
水
テ
ル
サ
に
於
い
て
、
静
岡

県
中
部
宗
務
所
主
催
「
夏
期
講
習

　
　
会
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
12
】
十
月
三
日
、
文
化
庁
に
於
い
て
、「
宗
教
法
人
制
度
の
運
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用
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
　
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
13
】
十
月
五
日
、
天
台
宗
務
庁
に
於
い
て
、「
教
団
付
置
研
究

所
懇
話
会
年
次
大
会
」
が
開
催
　
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
14
】
十
月
十
三
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「
立
正
大
学
開
校

百
四
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
　
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
15
】
十
月
十
五
日
〜
十
六
日
、
立
正
大
学
に
於
い
て
、「
第
七

回
国
際
法
華
経
学
会

　
立
正
大
学
開
校
百
四
十
周
年
記
念

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
16
】
十
月
二
十
九
日
、
東
京
大
学
に
於
い
て
、「
宗
教
者
災
害

支
援
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
17
】
十
月
三
十
一
日
、
大
阪
府
太
閤
園
に
於
い
て
、「「
宗
教
対

話
」
か
ら
学
ぶ
宗
教
者
と
市
民
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
18
】
十
一
月
九
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
、「
第
六
十
五
回
日
蓮

宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
19
】
十
一
月
十
日
、
奈
良
県
天
理
市
お
や
さ
と
や
か
た
に
於
い

て
、「
宗
教
と
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
出

席
し
た
。

【
20
】
十
一
月
十
日
、
京
都
大
学
に
於
い
て
、「
宗
教
法
学
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
規
模
災
害
と   

宗
教
法
の
課
題
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
21
】
十
一
月
二
十
五
日
、
東
京
大
学
に
於
い
て
、「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
対
話
と
音
楽
の
集
い
東
日
本
大
震
災
と
こ
こ
ろ
の

平
和
』」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
22
】
十
二
月
三
日
、
文
化
庁
に
於
い
て
、「
宗
教
法
人
制
度
の

運
用
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
。

【
23
】
十
二
月
八
日
、
東
京
都
港
区
日
本
学
術
会
議
講
堂
に
於
い

て
、「
日
本
学
術
会
議
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

【
24
】
平
成
二
十
五
年
一
月
十
四
日
、
東
京
大
学
に
於
い
て
、

「
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
25
】
一
月
二
十
三
日
、
文
化
庁
に
於
い
て
、「
宗
教
法
人
制
度

の
運
用
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
開
催
さ

れ
、
出
席
し
た
。

【
26
】
一
月
三
十
日
、
東
京
都
千
代
田
区
友
心
院
に
於
い
て
、
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「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
年
次
大
会
実
行
委
員
会
」
が

開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
27
】
二
月
八
日
、
東
京
都
杉
並
区
セ
レ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、
新
宗
連
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教
法
人
と
公
益

性
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
28
】
二
月
十
二
日
、
東
京
都
港
区
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
　
会
自
死
問
題
研
究
部

会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
29
】
二
月
十
九
日
、
京
都
西
山
短
期
大
学
講
堂
に
於
い
て
、
全

日
本
仏
教
会
主
催
「
人
権
問
題
連

　
絡
協
議
会
」
が
開
催

さ
れ
、
出
席
し
た
。

【
30
】
二
月
二
十
五
日
、
東
京
都
港
区
別
院
真
福
寺
に
於
い
て
、

智
山
伝
法
院
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
然
と
人
間
〜
震

災
を
契
機
と
し
た
仏
教
的
自
然
観
〜
」」
が
開
催
さ
れ
、

出
席
予
定
。

【
31
】
二
月
二
十
五
日
、
東
京
都
港
区
増
上
寺
に
於
い
て
、「
浄

土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
危

　
機
を
迎
え
た
寺
檀

関
係
の
今
」
が
開
催
さ
れ
、
出
席
予
定
。

５
、
講
演

【
１
】
広
島
県
寺
院
総
会

　
　
　
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
開
催
　
広
島
県

　
　
　
講
演
「
原
子
力
文
明
の
崩
壊
」

　
　
　
三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
２
】
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
年
次
大
会

　
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
開
催
　
天
台
宗
務
庁

　
　
　
講
演
「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
│
日
蓮
宗
の
立
場
か

ら
」 

髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
３
】
中
四
国
檀
研
道

　
　
　
平
成
二
十
四
年
十
月
九
日
〜
十
日
開
催

　
広
島
県
國
前
寺

　
　
　
講
演
「
宮
沢
賢
治
の
法
華
信
仰
」

　
　
　
三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

【
４
】
文
化
庁
宗
教
法
人
制
度
の
運
用
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協

力
者
会
議

　
　
　
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日
開
催

　
文
化
庁

　
　
　
講
演
「 

過
疎
化
が
伝
統
佛
教
寺
院
に
も
た
ら
す
影
響
と
教

団
の
対
策
に
つ
い
て
〜
日
蓮
宗
の
場
合
」

　
　
　
髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）
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【
５
】
池
上
本
門
寺
現
代
仏
教
講
座

　
　
①
平
成
二
十
四
年
五
月
八
日
開
催
　

　
　
　
講
演
「
優
陀
那
日
輝
の
本
尊
観
」

　
　
　
三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

　
　
②
平
成
二
十
四
年
七
月
三
日
開
催

　
　
　
講
演
「
裁
判
員
制
度
と
宗
教
者
」

　
　
　
髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
主
任
）

　
　
③
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
開
催
　

　
　
　
講
演
「
優
陀
那
日
輝
の
一
念
三
千
観
」

　
　
　
三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

　
　
④
平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日
開
催

　
　
　
講
演
「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
　
髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

　
　
⑤
平
成
二
十
五
年
一
月
八
日
開
催

　
　
　
講
演
「
震
災
天
罰
論
を
め
ぐ
っ
て
②
」

　
　
　
髙
佐
宣
長
（
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

　
　
⑥
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日
開
催
予
定

　
　
　
講
演
「
原
発
問
題
へ
の
日
蓮
宗
の
取
り
組
み
」

　
　
　
三
原
正
資
（
現
代
宗
教
研
究
所
長
）
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